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1. なぜダムだけが槍玉にあがるのか？
2. ダムの下流では何が起こるのか？
3. 川の変化は予測できるのか
4. ダムの構造や運用の工夫で
それらは防げるのか？



1980年代からの河川観の転換→開放性と連続性



渇水期のダム河川

十津川 (和歌山県)

2. ダムの下流では何が起こるのか？



ダムの放流口から流される濁水

天竜川・秋葉ダム下流 (静岡県) 2001年10月
ダムから放流された濁水は、川の水とは容易に混じり合わず、色の境目がくっきり
と見られる (矢印の位置)。

濁水放流



冷水の放流の原理

底に沈んだ濁りも流れ出る。



躍層より深い、深層水の放流 （市房ダム; 2001年 6月）

気温(上)とダム流入・流出水(下)の
水温変動

市房ダム湖の水温の
鉛直分布



天竜川 (船明ダム下流右岸) の透視度

透視度

19cm以下 17.4%

39cm以下 22.4%

59cm以下 27.6%

79cm以下 18.2%

80cm以上 14.4%

(2001-2007年 観測日数2,534日)

ダムのある天竜川では、1m程度の透視度がある日は、14%程
度に過ぎない。→「濁った川」が常態



球磨川(上)と川辺川(下)の出水後の濁りの回復の比較

川辺川(左)、球磨川(右) 合流地点

透視度

水位
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天塩川 (北海道) でのヒゲナガ
カワトビケラの分布
横軸はダムからの距離を示す。
岩尾内ダムの下流で、個体数密
度や全水棲昆虫群集に占めるこ
の種類の割合が著しく大きくなる。
岩館他 (2007) 

プランクトン流出の

水棲昆虫への影響



ヒゲナガカワトビケラ



ヒゲナガカワトビケラの巣
ヒゲナガカワトビケラは、口から糸を出して礫間に網を張り (矢

印)、その下に隠れている。岩館他 (2007) 

ダム下で特定の水棲昆虫が増える

餌の増加

造巣に適当な礫間隙

耐乾燥性



アユの消化管内容物
ダムの無い川辺川では珪藻が既に運用されている球磨川では藍藻が喰われている。

川辺川、珪藻（Diatoma vulgaris）

球磨川、糸状藍藻（Homeothrix varians）



直接・間接のダムの環境影響

• 冷濁水の放流
• 水位の著しい変動
• 河床の低下/シルトの堆積
• 栄養塩の捕捉/一時的な流出

• 内水面・内湾の漁獲量減少

• 騒音・振動
• 心理的な圧迫感



ボーレンバイダーモデルを用いた予測の問題点ボーレンバイダーモデルを用いた予測の問題点

・ボーレンバイダーモデル
による予測

荒瀬＞瀬戸石＞市房
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図. 球磨川水系の既設ダムにおける植物プランクトン
の発生状況（2002年8月21日, 第9回八代海域調査
委員会資料より引用）

・水質調査結果による評価

市房＞瀬戸石＞荒瀬

植物プランクトン発生量

3. 変化は予測できるのか?
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設楽ダムでのモデル予測結果の検証



類型AAの基準を達成するということは?

SS (懸濁物質量)と透視度の関係 (天竜川)

環境基準AAを達成しても清流が守れるわけではない。



4. 運用の工夫で障害は防げるのか?
(一ツ瀬ダム (宮崎県) の濁り対策れ; 選択取水)



旭ダム(十津川)の清水バイパス

水系規模の濁り制御は難しい

揚水発電ダムだからできる操作



穴明きダムで川の連続性は確保できるのか?

水棲昆虫の成虫はダム堤体を越えて移動できない。

穴明きダム (益田川)



設楽ダム建設についての意見

• 現状の調査が不足している。
• 将来の予想は確かではない。
• 保全対策は万全ではない。

↓
豊川をもっと知ろう

将来の環境変化は「不明」を前提とした判断

ダムによる環境変化の不可逆性の認識

↓

危機を煽るのではなく、正確な現状認識と議論を!


